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（１）   事業者名及び代表者名 

一般財団法人 広島市都市整備公社 

理事長 油野 裕和 

 

（２）   設立年月日 

昭和３６年６月２６日 

 

（３） 基本財産 

３，５００万円及び土地 1億８，２００万円 

 

（４）   所在地 

本部：〒730-0042 広島市中区国泰寺町一丁目４番１５号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）   環境管理責任者 

常務理事（事）経営管理部長 白石 一行 

 

（６）   担当者連絡先 

経営管理部経営管理課 課長補佐 丸岡 健 

℡:082-244-0909、FAX:082-244-7979 

E-mail:tsk@hts.city.hiroshima.jp 

https://hiroshima-toshiseibi.jp/ 

 

 

①  経営管理部経営管理課・住宅管理部・監事室 
広島市中区国泰寺町一丁目 4番 15号 

（北庁舎別館内） 

② 経営管理部 

広島港さん橋管理事務所 
広島市南区宇品海岸二丁目 23番 38号 

③  環境事業部環境事業課 
広島市中区小町 9 番 17号 

（小町事務所） 

④ 環境事業部管理課・業務課 
広島市南区出島二丁目 21番 14号 

（出島業務センター） 

⑤  環境事業部管理課 

西部リサイクルプラザ管理事務所 
広島市西区商工センター七丁目 7番 2号 

⑥ 環境事業部管理課似島事業所 広島市南区似島町東大谷地先 

⑦  下水道部 
広島市西区扇一丁目 1番 1号      

（西部水資源再生センター内） 

⑧ 防災部 
広島市安佐北区倉掛二丁目 33番 1号   

（広島市総合防災センター） 

１ 組織の概要 

mailto:tsk@hts.city.hiroshima.jp
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（７）   事業活動 

① 受託事業 

自転車等放置防止対策、さん橋等管理運営、市営住宅家賃収納、市立保育園補修、一般廃

棄物収集運搬、リサイクルプラザ管理運営、下水道施設維持管理、総合防災センター管理運

営 

② 自主事業 

テナントビルの賃貸及び管理運営、駐車場管理運営、秘密文書回収運搬、防災研修、自衛

消防業務講習、自主防災組織育成補助、物品販売 

 

（８）   事業の規模 

①   令和６年度決算額（売上高）：２２億２，７５８万円 

②   役職員数：１２５人（令和７年３月３１日現在） 

③   一般廃棄物の収集運搬量（令和６年度） 

   ごみ：２１９．０２t、し尿：１，２７８kℓ 

 

（９）   組織図（令和７年４月１日） 

 

 

 

（１０） 内部監査 

環境経営システムの取組状況を定期的に点検する必要があるため、年に 1 回内部監査を実

施する。 

    内部監査については、各部から 1 名ずつ内部監査員（職員）を選出し、2 名体制で、自ら

の部署以外の監査対象部署の監査を、取組状況の確認及び評価を客観的に実施するため、共

通のチェックリストを基に行う。 
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(１１) 組織における役割・責任・権限 

区      分 役 割・責 任・権 限 

代表者(理事長) ・環境経営の統括 

・環境経営方針の策定 

・実施体制の構築 

・全体の評価と見直し 

・環境経営レポートの承認 

環境管理責任者(経営管理部長) ・エコアクション 21システムの構築・運用 

・上記運用状況の代表者への報告 

・環境経営目標、環境経営計画の承認 

・環境経営レポートの確認 

・法規制等の要求事項登録簿の承認 

常務会 ・環境経営方針を具体化するための取組事項の見直し

など重要事項の協議 

事務局(経営管理課) ・エコアクション 21 システムの構築・運用実務の実

施及び調整 

・上記の結果の環境管理責任者への報告 

・環境経営目標・環境経営計画の作成 

・法規制等の要求事項登録簿の作成 

・環境経営レポートの作成・公表 

各部責任者 ・各部における環境経営計画の実行等エコアクション

21システムの運用 

・上記の結果の事務局への報告 

各所属担当者 ・各所属におけるエコアクション 21 システムの運用

実務の実施 

・上記の結果の各部責任者への報告 

各職員 ・決められたことを守り、自主的・積極的な環境保全

活動への参加 

各内部監査員 ・内部監査の実施 

 

 

（１２） 対象範囲 （ 認証・登録範囲 ） 

全組織・全活動を対象範囲とする。 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境経営方針 
 

【基本理念】 

本公社は、広島市の計画に即して、市行政との有機的連携の下に、  

都市の開発整備、各種都市施設の建設管理、生活環境の保全、環境負荷 

の低減に貢献する事業等を行っています。 

現下の喫緊の課題である地球温暖化等の地球環境問題の解決に貢献するた 

め、これらの事業活動に伴う環境負荷の低減を図る環境経営システムを構築 

し、全職員が一丸となって環境保全活動に取り組みます。 

 

【行動指針】 

１ 具体的に次のことに取り組みます。 

（１）電力や化石燃料使用量削減により、二酸化炭素排出量の削減を図ります。 

（２）廃棄物の削減を図ります。 

（３）水使用量の削減を図ります。 

（４）製品のグリーン購入を推進します。 

（５）受託した一般廃棄物の収集・運搬において環境に配慮します。 

２ 環境経営システムの定期的な見直しを行い、継続的な改善を図ります。 

３ 環境関連の法規制や本公社が約束したことを遵守します。 

４ この環境経営方針は、全職員に周知徹底するとともに、一般に公表します。 

 

制定日：平成２５年 1月２５日 

改正日：平成２９年５月１８日 

代表者変更：令和５年４月１日 

一般財団法人広島市都市整備公社 

理事長 油野 裕和 

２ 環境経営方針 
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※令和２年度より目標値の大幅な見直しを 
行っている。 
（施設の廃止、施設管理終了、車両の廃車、 
使用エネルギーの変更等） 

 

 

 

ここでは、地球温暖化の原因となる「温室効果ガス」の中で、もっとも影響のある「二酸化炭素
（CO2）排出量」における当公社の削減実績と今後の目標をグラフにしています。「総排出量」は、
平成 25年度 5,079t-CO2に比べ令和 6年度 1,173t-CO2となり、平成 25年度比で 77％削減しました。 
                              

二酸化炭素（CO2）排出量 (単位：t-CO2)  凡例      令和６年度の達成状況  

下記 4 項目から算出              

二酸化炭素(t-CO2)排出量

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

目標

実績

総排出量

目標 5,198 4,565 4,047 4,039 3,307 3,290 3,273 1,788 1,854 1,409 1,256 1,291 1,093 1,065 1,038 

実績 5,028 4,288 3,981 3,913 2,662 2,524 2,206 1,851 1,684 1,046 1,119 1,119 

総排出量 5,079 4,343 4,108 4,044 2,790 2,648 2,330 1,975 1,781 1,139 1,182 1,173 

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度

 

 
 

電 気 使 用 量        ガ ソ リ ン 使 用 量 
 

電気使用量の削減に向けた取組    （単位：kWh）              ガソリン使用量の削減に向けた取組  （単位：ℓ） 

昼休憩時間事務室・不要照明の消灯を徹底しました。           エコドライブ等を徹底しました。 

ＯＡ機器の省電力設定、暖房の温度調整空調機のﾌｨﾙﾀｰ清掃・ｸｰﾙﾋﾞｽ    （ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ・急発進、急加速の抑制・冷暖房の控えめ使用） 

の実施を行いました。                         可能な限り、公共交通機関の利用、自転車の活用、徒歩としました。 
    

 

 

 

 

 

 

 
 

軽油使用量（収集運搬以外）        ガ ス 使 用 量 
 

軽油使用量に向けた取組  （単位：ℓ）                ガス使用量削減に向けた取組  （単位：㎥） 

エコドライブ等を徹底しました。                   ガスコンロの火力調整・やかんの水滴清掃を行いました。 

（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ・急発進、急加速の抑制・冷暖房の控えめ使用） 

                

 

 

 

 

 

 
 

軽油使用量（収集運搬以外）

200

700

1,200

1,700

目標

実績

目標 1,499 588 588 588 425 414 404

実績 384.3 413.02 533 425

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度

 

３ 環境経営目標とその実績及び推移 

二酸化炭素（CO2）の算定方法について 

CO2排出量＝CO2排出係数×消費量 

（対象：電気・ガソリン・軽油・ガス） 

＊電力の二酸化炭素排出係数は中国電力

の令和６年度の排出係数 0.511kg-CO2/kWh

を使用 

○：目標値から 13.3％の減

増 

ガソリン使用量

6,000

8,000

10,000

12,000

目標

実績

目標 11,143 11,143 10,156 10,156 7,321 7,138 6,955

実績 9,899.08 8,748.81 7,469.23 7,462.65

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度

 

○：目標値から 26.5％減 

○：目標値から 27.7％減 

ガス使用量

300

400

500

600

目標

実績

目標 516 516 516 516 500 488 475 

実績 489.1 355.6 446.6 553.6

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度

 

 

 

 

○：目標値から 7.3％増 

電気使用量

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

目標

実績

目標 2,866,270 2,359,766 2,359,766 2,359,766 2,100,955 2,048,431 1,995,907

実績 2,835,768 1,965,822 2,050,422 2,151,487

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度

 

○：目標値から 8.8％減 

※ 目標及び実績は下記４項目、総排出量は、灯油・天然ガス及び軽油（収集運搬）が含まれています。 
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廃棄物（可燃ごみ）排出量         廃棄物（プラスチックごみ）排出量  
  

廃棄物（可燃ごみ）排出量削減に向けた取組  （単位：ℓ）       廃棄物（プラスチックごみ）排出量削減に向けた取組 （単位：ℓ） 

 分別を徹底しました。                        分別を徹底しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

水 使 用 量                グリーン購入の推進 
                   
水使用量の節水に向けた取組  （単位：㎥）                グリーン購入の推進に向けた取組  

消音器を使用し、節水に努めました。                  グリーン購入法適合商品の購入に努めました。 

流水量を調整し、こまめに水道栓を締めました。             令和 2 年度以降は数値設定を行わず取組を継続します。 

                                        

 

 

 

 

 

 
 
 
 

軽油使用量（収集運搬） 
 

 

収集運搬に係る軽油使用量削減の取組 （単位：ℓ） 

エコドライブ等を徹底しました。 

（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ・急発進、急加速の抑制・冷暖房の控えめ使用）                    
 
 

 

 

 

 

 

 

廃棄物（可燃ごみ）排出量

10,000

15,000

20,000

25,000

目標

実績

目標 20,870 19,785 16,082 15,136 13,515 13,177 12,839

実績 14,800 12,055 12,600 14,430

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度

 

○：目標値から 4.7％減 

廃棄物（プラスチックごみ）排出量

5,000

10,000

15,000

20,000

目標

実績

目標 14,290 13,535 11,260 10,600 6,768 6,598 6,429

実績 8,080 6,815 6,570 6,965

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度

 

○：目標値から 34.3％減 

 

水使用量

4,000

7,000

10,000

13,000

目標

実績

目標 11,545 6,145 6,145 6,145 4,952 4,828 4,704

実績 9,043.7 5,180.2 5,048.0 4,952.0

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度

 

○：目標値から 19.4％減 

軽油使用量（収集運搬）

10,000

20,000

30,000

40,000

目標

実績

目標 24,416 24,416 29,381 29,381 9,633 9,392 9,151 

実績 20,881.0 23,820.0 13,076.0 9,633.0

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度

 

○：目標値から 67.2％減 

各取組項目のロゴマークは、国連本部において、2016

年から 2030 年までの 15 年間で達成するために掲げた

「持続可能な開発目標 (Sustainable Development 

Goals：略称 SDGs)」の 17 の目標を示した世界共通のロ

ゴマークです。当公社のエコアクション 21 の取組も、

この SDGs につながっています。 
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環境経営方針 項目 目標 実績 評価 次年度の取組 

 

二酸化炭素 
排出量の削減 

 

 

二酸化炭素（CO2）

排出量 
1,291t-CO2 1,119t-CO2 ○ 引き続き削減に努めます。 

 

電気使用量 2,359,766kWh 2,151,487kWh ○ 

事務所や施設の室内温度管理、不要照明

の消灯など職員一人一人が使用量削減に取

り組みました。次年度も、引き続き削減に

努めます。 

目標：令和５・６年度実績の平均値 

ガソリン 

使用量 
10,156ℓ 7,462.65ℓ ○ 

自動車の使用に当たっては、常にアイド

リングストップなど、環境に配慮した運転

に取り組みました。次年度も、引き続き削

減に努めます。 

目標：令和６年度実績値（廃車車両実績値除く） 

軽油使用量

（収集運搬以外） 
588ℓ 425ℓ ○ 

業務に支障をきたさない程度に、自動車

の使用機会を見直し、また、アイドリング

ストップなど、環境に配慮した運転に取り

組みました。次年度も継続します。 

目標：令和６年度実績値 

ガス使用量 516 ㎥ 553.6 ㎥ × 

ガスコンロの省エネ使用に取り組みまし

た。また、防災部では、温水ボイラーの制

御盤とバーナーを更新し、運転効率の向上

を図りました。 

本年度は、宿泊研修開催の増加や、冬期

の水温低下などに伴い、目標値を上回る使

用量となりましたが、次年度も、引き続き

削減に努めます。 

目標：令和５・６年度実績の平均値 

廃棄物排出量
の削減 

 

廃棄物排出量 

（可燃ごみ） 
15,136ℓ 14,430ℓ ○ 職員一人一人が、ごみの分別に取り組み

ました。次年度も、引き続き削減に努めま

す。 

目標：令和５・６年度実績の平均値 
廃棄物排出量 

（プラスチックごみ） 
10,600ℓ 6,965ℓ ○ 

水使用量の 
削減 

 

水使用量 6,145 ㎥ 4,952 ㎥ ○ 

流水量の調節、トイレの消音器の利用な

ど、使用量削減に取り組みました。次年度

も継続します。 

目標：令和６年度実績値 

グリーン購入
の推進 

 

グリーン購入の

推進 
― ― ○ 

数値設定を行わず、引き続き、環境に配

慮した商品の購入を推進します。 

受託した一般
廃棄物の収集
運搬における
環境配慮に関
する項目 

 

軽油使用量 

（収集運搬） 
29,381ℓ 9,633ℓ ○ 

アイドリングストップなど、環境に配慮

した運転に取り組みました。次年度も、継

続していきます。 

目標：令和６年度実績値 

評価欄：〇＝目標を達成できた ×＝目標を達成できなかった

４ 取組結果の評価と次年度の取組内容 
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（１）  職員に対する環境意識の啓発 

 地球温暖化対策研修の実施 

      教育訓練の一環として、全職員を対象に地球温暖化対策について研修を実施しました。 

      新型コロナウイルス感染予防の観点から、資料配付の研修としました。 

      テ ー マ  地球温暖化を知ろう 

      内   容  ① 地球温暖化の仕組みと原因 

              ② 地球温暖化の影響 

              ③ 地球温暖化問題の解決に向けて 

              ④ 地球温暖化対策 

              ⑤ 私たちができること 

              ⑥ チェックしてみよう 

 

（２）  環境に関連した専門教育の実施   

    環境関連法規制等に関連した専門教育を実施しました。 

① テールゲートリフター講習会等（令和６年６月～１１月） 

② 安全運転管理者法定講習（令和６年８月、同年１１月） 

 

（３）  環境上の緊急事態の対応に関する訓練 

  ① 消防訓練（西部リサイクルプラザ・総合防災センター・宇品旅客ターミナル実施） 

 

 

 

消火器実射訓練（西部リサイクルプラザ） 消火栓実射訓練（西部リサイクルプラザ） 

  他部署においても、火災対応手順書等を作成し、それに沿って訓練（テスト）を実施し、改善すべき点

があれば、手順書を見直すことで、緊急事態に対応できるよう取り組みました。 

５ 目標達成に向けたこれまでの取組等 
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② 施設災害伝達及び実施訓練 （下水道部実施） 

 〔和田水資源再生センター〕 

  

消火器の取扱い方法等の説明 カラーコーンを的に消火訓練 

〔市川処理場〕  

  

 

 

 

消火器の取扱い方法等の説明 カラーコーンを的に消火訓練 

（４) 各職場における取組（そとエコ） 

① 西部リサイクルプラザによる啓発・再生事業（リサイクルに関する学習・不用品のリサイクル等） 

   西部リサイクルプラザは、分別収集した資源ごみを細かく選別し、再資源化するとともに不用となっ 
  た衣類等の再利用を通じて「物を大切に使う」、「出来るだけごみにしない」といった意識を高めていく 
ことを目的とした「ごみ減量・リサイクル推進の拠点施設」です。 
  リサイクル情報のパネル掲示や空き缶回収機の設置、施設見学などを実施しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  空き缶回収機                              施設見学案内 

ごみ減量パネル
展示 
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② 総合防災センターによる研修・講習の実施 

 総合防災センターは、防火や防災に関する知識・技術の向上及び意識の高揚を図るため、一般の 

方を対象に研修・講習を実施する施設です。 

 施設利用者の要望等を踏まえ実施される研修としては、自主防災組織や幼稚園・保育園等を対象 

  とした「市民研修」と事業所の従業員等を対象とした「事業所研修」 

  があります。その他に消防法令に基づく各種の資格を取得するた 

  めの「法定講習」を実施しています。 

 

 

  

 

    心肺蘇生（AED） 地震体験 消防車乗車体験 

③ 下水道ふれあいフェアを開催（４年ぶりに開催） 

市民の皆さまに下水道の仕組みや役割について、理解や関心を深めていただくことを目的に、９

月１０日の「下水道の日」に合わせて「下水道ふれあいフェア」を開催。 

下水処理施設の見学 ・下水をきれいにする微生物の顕微鏡観察、各種パネル展示 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ひろしまクールシェア事業への協力（総合防災センター） 

                      

 
正面玄関 展示ロビー 
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適用される主な法規制 適用される事項（施設・活動等） 

廃棄物の処理及び清掃に

関する法律 

一般廃棄物収集運搬業 

自社の一般廃棄物及び産業廃棄物の処理 

下水道法 特定環境保全公共下水道 

水質汚濁防止法 特定環境保全公共下水道・農業集落排水処理施設 

浄化槽法 浄化槽（農業集落排水処理施設） 

消防法 
灯油地下タンク（出島業務センター） 

軽油地下タンク（広島市総合防災センター） 

フロン排出抑制法 
管理者の判断基準の遵守 

フロン類回収等の料金負担 

環境関連法規制等の遵守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。 

また、関係当局からの違反の指摘や訴訟もありません。 

 

 

 

 
 

（１）  収集・運搬業を行う根拠となる契約 

委託業務名（委託元：広島市） 契約期間 

一般廃棄物の収集運搬その他業務 令和６年４月１日～令和７年３月３１日 

 

（２）  施設等の状況 

   車両：２０台 

【内訳】し尿収集車 ８台（1.8kℓ５台、0.7kℓ１台、0.35kℓ２台） 

ごみ収集車１１台（パッカー車５台、ダンプ車２台、軽ダンプ車４台） 

ごみ運搬車 １台（ウイング車１台） 
 

（３）  受託した廃棄物の収集運搬量【過去３年間】 

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 

収集運搬量 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

一般廃棄物

収集運搬 

ごみ 

― 

２，２７０ｔ   ２２７ｔ   ２１９ｔ 

し尿 １，７６６kℓ １，８０２kℓ １，２７８kℓ 

  ※ 中区・東区内でのごみ収集運搬業務を令和４年度をもって終了 

  ※ 東区内でのし尿収集運搬業務を令和５年度をもって終了 

６ 環境関連法規制等の遵守状況 

７ 一般廃棄物収集運搬業に関する情報 
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  本公社の令和６年度の温室効果ガスの総排出量（二酸化炭素(CO2)換算）は、目標値 1,291 
t-CO2 と比べて 13.3％（172t-CO2）減の 1,119t-CO2 となり、目標を達成しました。個別項目

では、７ページに記載のとおり、ガス使用量を除く８項目で目標を達成しました。 

 令和６年度においては、令和元年度及び令和２年度の実績値（管理終了となった施設及び廃

車車両の実績値は除く。）を基準値とし、目標値を設定しました。 

 事業活動に当たっては、今まで取り組んできたことをできるだけ維持し継続していく、サス

ティナブルな取り組みを行いました。また、公社内の各部署から１名ずつ内部監査員（職員）

を選出し、内部監査員２名体制で自らの部署以外の環境保全活動への取り組みについての内部

監査を実施し、取組状況の確認及び評価を行いました。これにより、環境負荷低減に対する意

識啓発を推進し、職員一人一人の環境に対する意識が向上し、環境負荷低減への取組が充実し

たものとなりました。こうした取り組みが、目標達成に繫がったものと考えています。 

令和７年度の目標値については、原則として、令和６年度の実績値を基準値（令和６年度実

績値が令和５年度実績値より増加している場合は、当該２か年の平均値を基準値）として、こ

れまでよりも厳しい目標値を設定し、環境経営を推進することとしました。 

その上で、令和８年度は当該基準値から△2.5％、令和９年度は当該基準値から△5％した数

値を目標値とし、さらなる環境負荷への低減に取り組むこととします。 

 本公社は、長年にわたってエコアクション２１の取組を行ってまいりました。今後も引き続

き、地球温暖化対策研修や内部監査等を通して、職員の環境意識の啓発を行い、日々の業務の

中でごみの分別やエコドライブ等（うちエコ）を心掛けるとともに、西部リサイクルプラザ管

理運営、下水道施設維持管理業務、総合防災センター管理運営などを通じ、市民向けの環境意

識の啓発（そとエコ）に、より一層努めていきます。 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 代表者による全体評価と見直しの結果 


